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大学基金寄附者へ感謝状を贈呈

平成２６年度，下記の５企業・団体等及び１個人に対し，長径秀行学長から感謝状を贈呈しました。

　

この感謝状は， 平成２２年１月の帯広畜産大学基金設立以来， 企業・団体等にあっては１００万円

以上， 個人にあっては５０万円以上の寄附をされた方に対し， 大学基金で定める 「謝意表名の基本

方針」 に基づき贈呈したものです。 今後もこの基準に該当した企業・団体等に対して感謝状の贈呈

をいたします。

企業・団体等

帯広信用金庫， 十勝農業協同組合連合会， 日本甜菜製糖株式会社， 社会医療法人北斗，
宮坂建設工業株式会社

個人

三宅勝帯広畜産大学名誉教授

鱒 嫌

　　　　

　　　　

　　　

　　

　　　　　　　　　　

′′

長澱学長，十勝農業協同組合連合会山本会長帯広信用金庫高橋常務理事，長洋学長

長洋学長，日本甜菜製糖㈱大和田取締役 長浬学長，社会医療法人北斗鎌田理事長
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宮坂建設工業㈱宮坂代表取締役社長，長運学長



教育研究活動に関する助成



十勝管内の森林ネットワーク構造と中大型唖乳類の分布の関係

－車Ｌ嫌の解消を目指して－

赤

　

坂

　

卓

　

美

畜産生命科学研究部門

　

助教

１． 目

　　　

的

近年， 農地や都市などの人為景観においては， 生物多様性の保全が騒がれる中， 野生動物と人と

の乳蝶もまた深刻化している。 特に， クマやシカによる農業被害や人との遭遇は深刻化しており，

車Ｌ蝶緩和のための森林の伐採などが各地で計画されている。これらの計画において管理対象となる

森林は， 多くの場合， 各林分での動物の出現頻度や各森林タイプへの噌好性などにより決定されて

きた。 しかし， そもそも農地のように森林が散在する景観においては多くの野生動物は林分間を行

き来することにより生息しているため， 種の分布は景観内全体に存在する森林ネットワークの構造

によって決定している。 このため， 単一の林分のみに焦点を当てた対策は， 実質的には効果をもた

らさない可能性を有している。 例えば， 都市での乳蝶緩和のために動物の出現頻度の高い林分を伐

採しても， 都市へのルートが複数存在する場合 （森林ネットワ←クがさほど変化しない場合）， 結

果的に車Ｌ鞍は緩和されず， いたずらに生物多様性を損出させるのみである。 このため， 効果的な管

のような機能を有しているのかを把握し， 各森林を除去した

理もま，各林分または各森林タイプが森林ネットワーク上でど

麟
繕際の潜在的な効果を予測することが欠かせない。そこで本研

究では， 景観内の森林ネットワーク構造を把握し， 各林分が

野生動物の分布に及ぼす影響を把握することとする。

２． 方

　　　

法

　

調査地は北海道十勝地方の農地帯 （３９５２８７．７ｈａ， 上士幌

町， 士幌町， 音更町， 鹿追町， 芽室町， 中札内村， 更別村を

２１調査地概要

　　

覇 灘含む） とした （図１）。本地域は， 日本を代表する穀物生産

地域であり， てん菜， 馬鈴薯およびトウモロコシなどの穀物

が主要な作付けとなっている。 一方，１９７０年代頃からの急

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

圏圏乾性広葉樹林

　　

圏圏 乾性針葉樹林
激な農地開発により地域内に残存する森林面積割合は３０％

　

圃翻湿性広葉樹林

　　

翻カメラ設置地点
にも満たない。 これらの森林は， 耕地防風林 （乾性広葉樹林

　　

（河畔杯）

および乾性針葉樹林） や残存林 （乾性広葉樹林） のほか， 河

　　

図１，調査地概要

畔林 （湿性広葉樹林） により構成されている。 また， 耕地防風林は， カラマツ （Ｌｍｚｘｋｑｅ的呼ぼｚ）

林が主であるが， 開拓期前から植生が比較的残存するカシワ （Ｑｕｅｒｃｕｓｄｅれｍｍ） 林も存在する。 本

一

　

３

　

－



調査地域には乾性広葉樹林３７９１パッチ， 乾性針葉樹林７７２１０パッチ， そして， 湿性広葉樹林５５９

パッチの計１２０７１パッチの森林パッチが存在する。 また， 各森林タイプの平均面積 （± 標準偏差）

はそれぞれ３．９±２９．ｏｈａ（乾性広葉樹林），２．２±８．９ｈａ（乾性針葉樹林），１７．０±３０．３ｈａ（湿性広葉

樹林） である。 これらの森林パッチの中から， 乾性広葉樹林１５パッチ， 乾性針葉樹林１９パッチ，
河畔林 （湿性広葉樹林）１９パッチをランダムに選択し調査対象パッチとした （図１）。 尚， 調査パ

ッチを選択する際には， 極端に調査対象パッチの連結性強度が偏らないように考慮した。 尚， 各森

林の利用については， 土地所有者および地方自治体に入林許可を得て行った。

２．２．対象種

本研究の目的は，人との乳課の緩和に貢献する森林ネットワーク管理方法の提言である。そこで，
本調査地域において人との肌蝶に大きく関連するエゾシカ （ＣｅｒｖｕｓれｚｐｐｏｎｙｅｓｏｅれＳＩＳ） を主要な対

象種とした。 シカによる農業被害は国土スケールで深刻であり， 本調査地域においても２０１１年時

点でおよそ８億円を超えており， 今もなお被害額は増加している （十勝振興局

　

２０１１）。 これに加

え， キタキツネ （胞中ｅｓｗ中鮎ｓｃねだれｃね） も対象種として加えた。 キタキツネは， 農業被害額が野

生動物被害の中で突出した影響力を示していないが， 近年， 農業従事者による農業被害の加害獣の

識別能力の問題から， 被害量を過 ・評価していることが懸念されている。 また， エキノコックス症

など人畜共通感染症の媒介者としても考慮すべき種である。

２．３．野外調査

　

各調査対象パッチにおける対象種の利用頻度を把握するために赤外線自動撮影カメラを用いた野

外調査を行った。 各調査対象パッチに１つずつ， 赤外線自動撮影カメラ （ＢＭＣ社ＳＧ５６５ＦＶ） を高

さ１２０ｃｍ， 備角３０度で設置した。 調査期間は， 農作物が多く存在する２０１４年４月～２０１４年１０月

までとした。

　

赤外線自動撮影カメラにより撮影された写真データは，月に１度各調査パッチを訪問し改修した。
この際， カメラの電池も交換した。

得られたデータを元に， 利用種を同定し， 各パッチにおける利用頻度を集計した。 この際， 同一

個体の利用による自己相関を考慮するため， データの集計は３０分のインターバルを設けて各種の

利用の有無を記録した。 同時に２個体撮影されていた場合も１回として記録した。

２．４．土地利用データおよび森林ネットワークの作成

　

地理情報システム（Ｇ工Ｓ，ＥＳＲＩ社ＡｒｃＭａｐｌｏ．０）を用いて第２～５回の植生調査重ね合わせ図 （環

境省２０１３）をベースにデジタル森林図を作成した。森林は，乾性針葉樹林，乾性広葉樹林，そして，
河畔林 （湿性広葉樹） にタイプ分けした。ただし， 現在の森林の形状や面積は， 第５回植生調査が

行われた平成６～１０年度から著しく異なっている可能性がある。 このため， 利用可能な最新の衛

星写真を基に森林パッチの修正を行った。 衛星写真には，ＡＬＯＳ衛星により撮影されたＡＶＮＩＲ‐２画

像 （２０１０年８月撮影） とＰＲ工ＳＭ 画像 （２００９年６月撮影） により作成した２．５ｍ解像度の色調バン

ドつきパンシャープン画像を用いた。
作成した森林図からＧ藤を用いて， グラフ理論（Ｍｉｎｏｒ２００８）による景観グラフを作成した。 グ

ラフ理論は， 生息地パッチをノ」ド， ノード間の連結をリンクとして， 景観内の生息地ネットワー

－

　

４

　

－



クを簡略化して評価する手法である。 森林パッチ間が連結しているかどうかは任意の距離を連結性

距離として， 森林パッチ間の距離が連結性距離より ・さい場合， その森林間は連結していると定義

した。 得られた景観グラフを元に， ネットワ←ク強度の指標であるｄＮＬを算出した。ｄＮＬは， Ｒ

ｖｅｒｓｉｏｎ２．１５．２（ＲＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔＣｏｒｅＴｅａｍ，２０１２）を用いて式１から算出した（Ｂａｒａｎｙｉｅｔａｌ．２０１１）。

溝筆
′

　　　　　　　　　

（式 １）

　

ここで， ＮＬは景観 内の総り

　　　　　　　　　　　　　

連結性距離

ンク数， ｎｒ は， あ る パ ッ チ が
ｌｏｏｍ

　　　　

２ｏｏｍ

　　　　　　

８００ｍ
か

　　

１０ｏｍ

圏

　　

８００ｍ

圏
○パッチ
一ノード（連結）圏消失後の景観内のリンク数であ

　　　　

豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

る。 野生動物と生息地ネットワ

　　　　

ヘ１ー

露憲藍響きｉ蟹亮夏 津 島ｏ。９鳥ｏ。針・・ ｏ
。

８

要がある。 一つ目は，「連結性

　

嬰

　

扇
。
ｏｏ

　

。
。

　

。図図圏
距離の闇値」である。本指標は，

図図圏
する必要がある。 しかし， 本研

　　　

図２．各景観グラフのイメージ図（ｄｍ算出に際して）
究において対象とする種におけ

る適切な連結性距離は未明であるため，ｌｏｏｍ～８００ｍまでｌｏｏｍ間隔で８つの連結性距離におい

てｄ‐Ｎ
‐Ｌを算出し， 後の解析で最も適切な連結性距離を推定した。 二つ目は，「ネットワークを構築

する際の対象パッチ」 である。 これは， 全ての生息地パッチが対象種にとって重要であるとは限ら

ず， 例えば， ある面積以下の森林パッチは， 飛び石としての役割も有さない場合もある。 この際，
全ての森林パッチをネットワークに含んでしまうと， 連結性を過大評価してしまう可能性がある。
このため， 現状の森林配置を基準に， それぞれ≧ｏｈａ， ≧ｏ．５ｈａ， ≧ｌｈａ， ≧２ｈａ， ≧３ｈａ， ≧４ｈａ，
≧５ｈａの森林パッチのみを用いてネットワークを構築し， それぞれの景観グラフに対してｄＮＬを

算出した。 以上により５６通りのｄＮ‐Ｌを算出した （図２）。

２．５．統計解析

対象種の利用頻度と森林ネットワークの関係を把握するために， 各調査パッチの対象種の利用頻

度を目的変数，ｄＮＬ（連結性強度）， 森林タイプ， およびパッチ面積を説明変数としたフルモデル

をＧＬＭにより構築した。また， パッチ面積と対象種の利用頻度は単峰型の関係を示す可能性が考

えられたため， パッチ面積の二乗項も説明変数に加えた。 誤差分布はポワソン分布， リンク関数は

ｌｏｇとした。 また， 故障などによりカメラ設置期間が赤外線自動撮影カメラにより異なったため，
オフセット項として設置期間を適応した。 全てのｄＮＬ間には相関が存在していたため （ｒ＞ｏ．７），
同一のモデルに組み込むことはできなかった。 このため１つのｄＮＬにつき１つのフルモデルを構築

した。 以上により構築した５６通りのフルモデルを元に， 赤池情報量基準 （Ａ工Ｃｃ）を基準とした総

－

　

５

　



当たり方を行い， ベストモデルを選択した （△ＡＩＣｃ＞２）。

３． 結

　　　

果

　

モデル選択の結果， エゾシカ， キタキツネ共に， パッチ面積， パッチ面積の二乗項， 森林タイプ，

そしてｄＮＬのすべてが含まれるフルモデルが最もＡ工Ｃｃが低かった。 また， 最適なｄＮＬは， エゾ

シカでは全ての森林パッチを元に構築したネットワ」クで連結性距離は３００ｍ であった。 一方， キ

タキツネにおいては，２ｈａ以上の森林パッチのみを対象に構築したネットワークで連結性距離は

４００ｍであった。 両対象種とも河畔林， 乾性広樹林， 乾性針葉樹林の順に利用頻度が高く，ｄＮＬと

対象種の利用頻度は正の関係にあった。パッチ面積とエゾシカの利用頻度は，上に凸の関係を示し，
およそｌｏｈａを境に面積の上昇と共に利用頻度は減少した。 一方， キタキツネは， 面積の二乗項が

選択されているものの （上に凸の関係）， 今回用いた面積の範囲においては， いずれの面積におい

ても面積の上昇とともに利用頻度は減少していた。

４． 考

　　　

察

本研究から， 乳蝶をもたらすエゾシカおよびキタキツネの分布には， 森林ネットワーク構造が関

係していることが明らかとなった。 これまで， 多くの研究は， 局所または周辺環境内に存在する森

林のみに着目してきた。 本研究の結果は， 森林パッチの面積やタイプのみではなく， 地域内全体の

森林の空間配置が種の分布を決定している可能性を示唆する。 特に， 最適な連結性距離および森林

ネットワークの構成パッチの双方が両種で異なるという結果は， 本研究によって初めて明らかにさ

れたものである。 連結性距離はキタキツネ （４００ｍ） の方がエゾシカ （３００ｍ） よりも長く， また，

全ての森林をネットワークとして考慮する必要があるエゾシカに対して， キタキツネは２ｈａ以上の

森林のみを考慮した森林ネットワークが最も分布に関係していた。 これは， キタキツネが比較的森

林に依存しておらず， エゾシカに比べて分断化に対して耐性があることを示している。 キタキツネ

の基亜種であるア力ギツネ （Ｖｗ中ｅｓｓ〆ｅｎｄｚｄｚｓｓｚｍｑ） は， 農地などのマトリクスを容易に利用可

能であり餌などの分布によっても行動を変

　　

エゾシカの分布

キ 」

｛

＋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図３．管理イメージ。左地図は、モデルから推定した各種
は， 森林は多くの場合， 移動経路としての

　　

の分布予測図。両種のリスクが共に高い森林パッチ（オ
機能が大きいとされている。 このため， 森

　　

レンジ枠）が優先的な管理対象となる（右地図）。
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林パッチ間を移動しやすく， かつ， 農地へのアクセスがしやすい小規模な森林パッチは本種にとっ

て好適な環境を提供しているのかもしれない。両種はまた，河畔林を多く利用していた。一般的に，

本研究の対象種を含む多くの野生動物は人間活動を避ける傾向がある。 河畔林は他の森林に比べて

人による管理強度が低く堤防なども存在するため， 林外から林内への透過性 （視界）は他の森林タ

イプに比べて低くなる。 このため， 他の森林タイプよりも好適な隠れ家を提供したのだろう。 これ

らの理由により河畔林は特に好まれていたと考えられる。

　

上記から， 今後の管理は， 各種の特性を考慮していくことが望まれる。 特に， キタキツネに関し

ては，２ｈａ未満の森林はネットワ←クとして考慮しなくてよいことが示された。 本調査地域におい

て２ｈａ以上の森林は， およそ２５％のみである。 本研究のみでは明確なことは言えないが， これら

の森林のみを管理対象とする場合， 管理コストを大幅に低減可能かもしれない。 しかし， 両種の管

理を同時に考慮する場合， 各種の最適な連結性距離およびネットワークの構成パッチが異なること

から， 個々の種の特性を考えた管理はコストがかかる。 野生動物管理に費やすことのできるコスト

（予算や時間など） が益々制限されていくなかでは， 今後は， 如何に効率的に考慮していくかがよ

り一層求められるだろう。 この際， 両種の共通する項目に着目することも一つの有効な方法である

と考えられる。 例えば， 河畔林は共通して好まれており，２ｈａ程度の森林は， 両種にとって適切な

生息地ネットワークに含まれており， また利用頻度も高い。 これらの森林に対して管理コストを優

先的に割いていくことで， 両種との乳蝶が緩和する可能性が考えられる （図３）。

キーワード：エゾシカ， キタキツネ， グラフ理論， 景観管理， 予測モデル
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ＧＩＳを用いた農林地流域の土地利用解析と

窒素収支の定量評価

宗 岡

　

寿

　

美

地域環境学研究部門

　

准教授

１． 目

　　　

的

　

十勝川水系は全国有数の大規模畑作・酪農流域であり， 既往の研究成果では流域の畑草地率の増

大に伴い河川水中の窒素濃度も上昇する傾向が顕著である。 いま， 食の安全と安心の視点から十勝

の農作物の付加価値 （ブランド化） を高めていくためには， 持続的農業と水質保全の両立を視野に

入れた産官学の地域連携の推進による 「十勝川水系の流域管理」 が今後のキーワードの１つとなる

であろう。

　

北海道十勝地域において農林地流域の河川水質環境と土地利用評価に関する調査研究が本格的に

実施されるようになったのは２０００年代前半以降のことである。現在では， 十勝川水系の水質保全

に関する研究などが進展している一方， 畑作・酪農を主とする農業小流域からの窒素流出の定量評

価に関する近年の調査研究事例はほとんどみられない。

　

この報告では， 十勝川水系内の畑作・酪農を主とする農業小流域 （２流域） を対象として河川の

水質水文調査を実施するとともに，ＧＩＳを用いた流域内の詳細な土地利用評価にもとづいて営農期

の窒素収支を試行的に算定した。以上より， 十勝川水系の流域管理と窒素流出抑制対策を検討する

上で具体的な示唆を与えるための基礎資料を提供する。

２． 調

　　　

査

十勝管内鹿追町に位置する十勝川水系然別川支流の畑作・酪農２流域 （Ｋ・Ｓ流域） で河川の水

質水文調査などを実施した。 この両流域は７５～８０％程度が畑地・草地で占められており，Ｋ流域

で１戸 （３１９頭），Ｓ流域では３戸 （２６２頭） の農家で家畜 （乳牛） が飼養されている （表１）。

　

これら調査２流域 （９地点） で月２回程度 （合計１５回） の定期観測を実施した。 河川水の採水

時に電気伝導率 （ＥＣ） および水温を測定した後， 室内で分析された水質項目は， 水素イオン濃度

指数 （ＰＨ）， 生物化学的酸素要求量 （ＢＯＤ） および浮遊物質 （ＳＳ） の有機物等３項目に加え， 全リ

ン （Ｔ‐Ｐ）， リン酸態リン （Ｐ０４‐Ｐ）， 全窒素 （Ｔ‐Ｎ）， 硝酸態窒素 （Ｎ０３‐Ｎ）， 亜硝酸態窒素 （Ｎｏ２‐Ｎ）

およびアンモニア態窒素 （ＮＨ４‐Ｎ） の栄養塩類６項目 （合計９項目） である。 また， 調査２流域の

最下流点 （Ｋ流域 （Ｎｏ．６）・Ｓ流域 （Ｎｏ．９）） では， 河川水位の連続測定および流量観測を実施し，
これらの関係 （ＨＱ曲線） から水位の連続データを流量に変換した。 河川の水質水文調査の期間は

２０１４年５月中旬から１１月下旬である。 この報告では，Ｋ・Ｓ両流域の最下流点 （Ｎｏ．６・Ｎｏ．９） に

おける河川水質評価および窒素収支の定量評価を実施した。

　

また，２０１４年９月中旬には， 調査２流域内を現地踏査して各圃場の栽培作目を調査した。 栽培
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作目は， アスパラガス， ダイズ， ニンジン， バレイショ， ソバ， テンサイ， コムギ， デントコーン

および牧草の９種類であった。衛星画像から流域内の各圃場の位置・形状などを確定するとともに，
Ｇ薦を用いて流域内における圃場の栽培作目および栽培面積を算出した。

　

つぎに， 栽培作目ごとの単位面積当たりの窒素投入量 （北海道施肥標準２０１０） を参考として，
化学肥料由来の流域への窒素投入量を算出した。また， 流域内の飼養乳牛頭数に家畜ふん尿の窒素

負荷原単位（日本土壌協会１９８３）を乗じて，調査期間中の家畜ふん尿由来の窒素負荷量を算出した。
これらの合計値を流域への窒素インプットとした。 さらに， 河川水中のＴ‐Ｎ負荷 （Ｔ‐Ｎ濃度に採水

時の流量を乗じた値） と流量との関係から流量・負荷量関係式 （ＬＱ式）を算出し， 流量の連続デ

ータをＬＱ式に代入することにより， 調査期間中における流域からのＴ‐Ｎ負荷量 （窒素アウトプッ

ト） を算出した。 ここで得られた窒素インプット・アウトプットをもとに， 流域からの窒素収支を

算定した。

３． 結果および考察

調査２流域 （最下流点） の河川水質のうち， Ｋ流域 （Ｎｏ．６） のｐＨは６．８０～７．４７，ＢＯＤはく０．５０

～２．８ｍｇ／Ｌ， ＳＳではく１～１６ｍｇ／Ｌであり， Ｓ流域 （Ｎｏ．９） はｐＨ で６．９２～７．４７， ＢＯＤ はく０．５０～

１．２ｍｇ／Ｌ，ＳＳではく１～２３ｍｇ／Ｌであった。 このように， 有機物等を指標とした河川水質は 「生活

環境の保全に関する環境基準 （河川）」Ｂ類型 （ＰＨ：６．５以上８．５以下，ＢＯＤ：３．ｏｍｇ／Ｌ以下，ＳＳ：

２５ｍｇ／Ｌ以下） をすべて満たしていた （表２）。

　

つぎに，栄養塩類を指標としたとき，Ｔ‐Ｐ濃度はＫ流域（Ｎｏ．６）で０．０２～０．１３ｍｇ／Ｌ，Ｓ流域（Ｎｏ．９）

では０．０４～０．０７ｍｇ／Ｌであり， 調査期間中のＴ‐Ｐ濃度（算術平均値）に標準偏差を加えた値でも「水

産用水基準 （河川 （１９９５年版）：０．１ｏｍｇ／Ｌ以下）」 の範囲内であった。 しかし，Ｔ‐Ｎ濃度は顕著に

高く， Ｋ流域 （Ｎｏ．６） で２．７～５．４ｍｇ／Ｌ，Ｓ流域 （Ｎｏ．９） では２．７～４．７ｍｇ／Ｌであり， 調査期間中の

Ｔ‐Ｎ濃度 （算術平均値） は 「水産用水基準 （河川 （１９９５年版）：１．ｏｍｇ／Ｌ以下）」 を超えていた

（表３）。 また，Ｔ‐Ｎ濃度の変動係数 （標準偏差を算術平均値で除した値の百分率） はＫ流域で

１７％，Ｓ流域でも２３％と小さな値であり，Ｔ‐Ｎ中のＮ‐０３‐Ｎの割合が８３～８５％を占めていた。 この

ように， 畑作・酪農を主とする農業 ・流域では高濃度のＮ０３‐Ｎが定常的に流出していた。

　

ここで，調査２流域内に投入される窒素インプットのうち，化学肥料中の窒素はＫ流域で２２．ｌｔ，

Ｓ流域では３４．ｌｔであった。 また， 流域内で発生する家畜ふん尿中の窒素量はＫ流域で１７．８ｔ，

Ｓ流域では１４．６ｔであった。一方，窒素アウトプット算出のためのＬＱ式にはいくつかの方法がある。

この報告ではＬＱ式 （直線式） を用いて評価された結果を示したところ， 調査期間中のＴ‐Ｎ流出負

荷量 （窒素アウトプット） はＫ流域で２．９ｔ，Ｓ流域では２．５ｔであった。

　

調査２流域における上記の窒素収支の情報をもとに， 窒素流出率 （流域内の発生量に対する調査

期間中のＴ‐Ｎ流出負荷量の割合）を試行的に算定すると，Ｋ流域で７．３％，Ｓ流域では５．１％であった。

この算定値は， 十勝管内における既往の調査事例の３．７％ （松永ら２００４） と比較して若干大きい値

を示した。

　

以上の結果が明示するように， 持続的農業と水質保全との両立を考える上で， 十勝川水系では流

域管理と窒素流出抑制対策の検討が急務の課題である。こうした基礎デ←夕を参考資料として十勝

川水系の窒素流出モデルを構築するためには， 採水頻度およびＬＱ式の精度を含めたさらなる検討
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が求められる。

本研究の実施に当たり， ご支援いただいた帯広畜産大学基金に心から深謝の意を表します。

キーワード：農林地流域， 河川水質評価， 土地利用解析， 窒素収支

表１

　

調査流域諸元 （２０１４）

流域名

　　　　

流域面積

　　　　　　　

土地利用率 （％） 家畜飼養

　　

家畜飼養

地点 （Ｎｏ．）

　　

（ｋｍ２）

　　　

畑地

　　　　

草地

　　　　

林野他

　　　

農家（戸）

　　

頭数（頭）

Ｋ 流 域 （Ｎｏ．６）

　　　

３．１３

　　　　　

４９，８

　　　　

２９．７

　　　　　

２Ｑ５

　　　　　

１

　　　　　

３１９

Ｓ流域 （Ｎｏ．９）

　　　

４．８０

　　　　

４９３

　　　　　

２５．７

　　　　　

２５・０

　　　　　

３

　　　　　

２６２

表２

　

有機物等を指標とした河川水質評価 （２０１４）

最小値

　　　

最大値

　　　

平均値

　　　

標準偏差

　　

基準値※

ｐＨ

　　　　

Ｋ 流域 （Ｎｏ．６）

　　　

６．８０

　　　　　

７．４７

　　　　　

７．１２

　　　　

０，１８

　　　　

６，５以 上

　　　　

Ｓ流域 （Ｎｏ．９）

　　　

６．９２

　　　　　

７．４７

　　　　　

７．１９

　　　　　

０．１９

　　　　

８．５以 下

ＢｏＤ

　　　

Ｋ 流域 （Ｎｏ．６）

　　

＜０．５０

　　　　

２．８

　　　　　

０．９３

　　　　

０，６７

　　　　

３．ｏｍｇ／Ｌ

（ｍｇ／Ｌ）

　　

ｓ流域 （Ｎｏ．９）

　　

＜ｏ．５０

　　　　

ー，２

　　　　　

０．６ー

　　　　　

ｏ．３２

　　　　

以下

　

ｓｓ

　　　　

Ｋ 流域 （Ｎｏ．６）

　　　

＜１

　　　　　

１６

　　　　　

４．９

　　　　　

５．３

　　　　

２５ｍｇ／Ｌ

（ｍｇ／Ｌ）

　　

ｓ流域 （Ｎｏ．９）

　　　

＜ー ２３

　　　　　

６．４

　　　　　

７．２

　　　　　

以下

※「生活環境の保全に関する環境基準

　

Ｃ副＝）」 Ｂ類型

表３

　

栄養塩類を指標とした河川水質評価 （２０１４）

最小値

　　　

最大値

　　　

平均値

　　　

標準偏差

　　

基準値※※

　

Ｔ－Ｐ

　　　

Ｋ 流域 （Ｎｏ６）

　　　

〇０２

　　　　　

Ｑ１３

　　　　

〇．〇６８

　　　　

〇・〇２９

　　　

Ｏ．ｌｏｍｇ／Ｌ

（ｎｎｇ／Ｌ）

　　

Ｓ流域 （Ｎｏ９）

　　　

ｏ・ｏ４

　　　　

ｏ．ｏ７

　　　　

ｏ．ｏ４９

　　　　

ｏ．ｏＩＩ

　　　　

以下

ＴＮ

　　　

Ｋ 流域 （Ｎｏ．６）

　　　

２・７

　　　　　

５．４

　　　　　

３．９

　　　　　

０．８８

　　　

１．ｏｍｇ／」

（ｍｇ／Ｌ）

　　

ｓ流域 （Ｎｏ．９）

　　　

２．７

　　　　　

４．７

　　　　　

３．７

　　　　　

ｏ．６２

　　　　

以下

※※「水産用水基準

　

Ｃ副１１）」１９９５年版
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大学発ベンチャースポーツクラブの起業に関する実践研究

村

　

田 浩一郎
人間科学研究部門

　

助教

１． 目

　　　

的

　

大学改革実行プラン（文部科学省， 平成２４年～） によると， 平成２６年度は 「改革集中実行期」

にあたり， その中核を担う 「地域再生の核となる大学づくり 【ＣＯＣ（ＣｅｎｔｅｒｏｆＣｏｍｍｕｎｉｔｙ） 構想

の推進】」に関する取り組みは， 各国立大学法人においても現在進行形の重要課題となっている。
本研究が設立に着手する 「大学発ベンチャースポーツクラブ」 は， 地域住民と学生， 教員， および

地域住民同士が大学という場所を介して交流し， 相互のＱＯＬ（Ｑｕａｌｉｔｙｏｆｌｉｆｅ） 向上を目指す団体

であることから， 本学におけるＣＯＣ構想の一端となり得ると考えられる。

　

そこで本研究の目的は， 大学からのバックアップを受ける総合型地域スポーツクラブが， 大学と

はその経営母体を別にし， 大学発ベンチャー企業として創設される場合において， 当クラブの創設

から運営に至るまでに生じる課題や問題点について， 実践的に調査することである。

２． 方

　　　

法

２－１． 年度計画

２０１４年４月～８月…人員の決定， 創設準備期間

２０１４年８月 …

　

… 創設および事業展開
２０１４年９月 …

　

… 帯広市スポーツ振興事業運営費補助金申請
２０１４年１０月 …

　

… 法人登記
２－２． 中心事業

　

これまで実施してきた 「総合型地域スポーツクラブ設立に向けた 『ジュニア体操クラブ』 の運営

に関する研究」 から， 体操競技の指導方法およびクラブ運営方法について得られたノウハウを生か

すべく， 中心事業は 「体操教室」 とした。「十勝ジュニア体操クラブ」の指導および運営は， 継続

して行っており， こちらの事業展開および運営内容についても調査の対象とする。

３． 結

　　　

果

３－１． 年度計画に対する進行度 （年月に下線のあるものは計画とは異なる部分）

２０１４年４月～８月 … 人員の決定，創設準備期間

　

一達成
２０１４年８月 …

　

… 創設および事業展開

　

一創設：達成

　　　　　　　　　　　　

短期事業 「夏休み１３日間体操チャレンジ」 を８月１１日～１３日に

　　　　　　　　　　　　

帯広畜産大学人間科学研究部門との共催で開催した。 場所は本学体

　　　　　　　　　　　　

育館を使用し， 会費は３，５００円 （保険料込） に設定し， 教室初回に

　　　　　　　　　　　　　

現金で徴収した。 最終日には元全日本体操女子優勝者である溝口絵

　　　　　　　　　　　　

里加氏を招窮して， 特別教室を実施した。 募集３０名に対して， 延

　　　　　　　　　　　　　

べ１３名 が 参 加 し た。
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２０１４年９月 …

　

… 帯広市スポーツ振興事業運営費補助金申請

　

一達成できず

２０１４年１０月 …

　

… 法人登記

　

一達成できず
２０１４年１０月 …

　

… 帯広市スポーツフェスティバル「あつまれ園児！ちくだいＫ弾体操

　　　　　　　　　　　　

体験教室」 を開催した。 場所は本学体育館を使用し， 会費は５００円

　　　　　　　　　　　　

（保険料） に設定し， 当日に現金で徴収した。 募集３０名に対して，

　　　　　　　　　　　　

未就学児童２３名が参加した。

２０１４年１２月 …

　

… 帯広市スポーツ振興事業運営費補助金申請を実施した。定款，申請

　　　　　　　　　　　　

書一式， 資金収支計画書， 補助金等概算払申請書を提出し， 帯広市

　　　　　　　　　　　　

教育委員会スポーツ振興室との面談および指導（１２月２６日）を受け，

　　　　　　　　　　　　

新規書類の提出を経て， １月末に入金を確認 した。

３－２． 競技会成績

今年度の主な競技会参加は７回であった。そのうち４回が北海道大会で３回が全国大会であった。
平成２６年６月１３日～１５日に野幌総合運動公園体育館 （江別市）で開催された， 北海道高等学校

体育連盟主催 「第６７回北海道高等学校体操競技選手権大会」において， １部個人総合に２名が出

場した。その結果， 個人総合は２位 （ＴＳ），５位 （ＫＮ）であった（３０名出場）。ＴＳは種目別ゆか１位，

あん馬２位， つり輪５位， 跳馬１位， 平行棒２位， 鉄棒５位入賞であった。ＫＮは種目別ゆか２位，

つり輪６位， 跳馬３位入賞であった。ＴＳが全国高校総体北海道代表に選出された。
平成２６年８月１日～３日に湿原の風アリーナ釧路 （釧路市） で開催された， 北海道中学校体育

連盟主催 「第４５回北海道中学校体操競技大会」 において，
．１部個人総合に３名， ２部個人総合に

３名が出場した。 １部個人総合はＨＳが１位，ＳＭ が２２位，ＴＳが２６位であった （３７名出場）。ＨＳ

が全国中学校体育大会北海道代表に選出された。

　

平成２６年８月２日～４日に代々木第一体育館 （東京都） で開催された全国高校総体では， 男子

個人総合予選にＳＴが出場し，１５０位で予選敗退であった。

　

平成２６年８月２３日～２５日に愛媛県総合運動公園体育館 （松山市） で開催された， 全国中学校体

育大会にＨＳが出場し， 男子個人総合６３位であった。

　

平成２６年８月２９日～３１日に野幌総合運動公園体育館 （江別市） で開催された， 北海道体操連盟

主催「第６９回国民体育大会北海道予選会」において， 少年男子予選に３名が出場した。ＴＳが１位，
ＫＮが３位， ＨＳが６位でそれぞれ決勝に進出した。 ２日間合計の決勝では，ＴＳが個人総合で１位，

種目別ゆか・跳馬・平行棒で１位， あん馬・つり輪２位， 鉄棒４位であった。ＫＮは個人総合４位，

種目別ゆか・つり輪・跳馬４位， あん馬・平行棒６位であった。 ＨＳは個人総合６位， 種目別ゆか

２位， 鉄棒１位であった。ＴＳ，ＫＮは国民体育大会北海道代表に， ＨＳは補欠に選出された。

　

平成２６年１０月１３日～１６日に長崎県立総合体育館 （長崎市） で開催された， 第６９回国民体育大

会にＴＳとＫＮが出場し， 北海道チームは２８位で予選敗退であった （２９チーム出場）。

　

平成２６年１０月２４日～２６日に野幌総合運動公園体育館 （江別市） で開催された， 北海道体操連盟

主催「第３７回北海道ジュニア体操競技選手権大会員こおいて，男子はＡクラス２名，Ｂ２クラス２名，
Ｃ２クラス３名 （団体） が出場した。 男子Ａクラスは個人総合４位 （ＨＳ），２３位 （ＳＭ） であり， ＨＳ

が種目別ゆか５位， あん馬６位， 跳馬で１位， 平行棒６位に入賞した （３１名出場）。Ｂ２クラスは

１３位 （ＳＨ），２３位 （ＨＩ） であった （２３名出場）。Ｃ２クラスは団体総合８位 （１３団体出場）， 個人総

合は３５位 （ＫＤ，３７位 （ＲＳ），４９位 （ＫＫ） であった （６４名出場）。

　

平成２６年１１月２２日～２３日に野幌総合運動公園体育館 （江別市） で開催された， 北海道高等学校

体育連盟主催「第２９回北海道高等学校体操競技新人大会

　

兼
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選抜大会北海道予選会」において，２名が出場した。その結果， 個人総合で１位（ＴＳ）， ２位（ＫＮ）

にそれぞれ入賞した。 またＴＳは種目別ゆか・あん馬・跳馬１位， 平行棒２位， つり輪・鉄棒３位

入賞し，ＫＮはゆか・あん馬・つり輪２位， 跳馬・平行棒３位， 鉄棒１位入賞した。 その結果， 全

国高校選抜大会の北海道代表２枠を， 十勝ジュニア体操クラブの２名が独占した。

４． 考

　　　

察

　

クラブ創設から法人登記および定期的な事業展開に至るまでに， 想像以上の時間を要してしまっ
た。 当初は表題にもあるように， 大学発ベンチャーとして起業する予定であったが， 学内でのコン

センサスが得られなかったことや， 名称使用の問題などを専門家に相談したことなどにより， 立ち

上げ時のスピード感がなくなるとともに， ベンチャー気運が薄くなってしまった。 さらに， 組織の

永続的な発展のためには， 経営者を外部者とすることが望ましいという見解に至り， 任意団体とし

て創設する運びとなった。 現在は， 完全な外部団体として 「非営利型一般社団法人」の法人格取得

に向けて準備している。定期的な事業は，２０１５年４月の各種体操教室から実施していくこととなり，
ウェブページや広告の作成など急ピッチで作業が進められている。

　

クラブの理念は 「つながる感動。 みなぎる原動力。」 とした。 この理念は， 会員にとってはもち

ろん， 運営側にとっても同様であると捉えている。 会員が満足するのは当然のことながら， 提供者

が割を食っていては， よいサービスを生み出し続けることはできない。 会員の感動と， 提供者の感

動がつながることで， 新たに 「会員が提供者に」 なることも想定している。 新事業が自然発生的に

起こっていけば， それこそが 「スポーツ文化の醸成」 である。 日本のスポーツは， 旧日本軍や企業

スポ←ツが民衆を牽引する形で成熟してきたため， 文化的な背景が不足している。 しかしながら，
２０２０年に東京オリンピックを控える今， それを理由にスポーツ文化の醸成を放棄している猶予は

ない。 日本には日本らしい， 特に十勝には十勝らしいスポーツ文化の根ざし方があり， その姿をう

っすらと捕えたうえで， 事業展開を進めていくことが重要である。

　

また， 会費を徴収して 「経営」 を成立させていかなければならない上で，「スポーツニボランテ

ィア」 という発想を払しょくしていく作業に着手していくべきである。 徴収した会費に見合ったサ

ービスを提供し， なおかつそれらの広がりが垣間見られる表現方法を選択して実行することこそ，
最大のマーケティングである 「口コミ」 を増やすのではないだろうか。 例としては， 日々のサ」ビ

ス向上のための勉強会等は当然のことながら，ＦａｃｅｂｏｏｋやＴｗｉｔｔｅｒなどＳＮＳの有効利用や， 地元

企業との友好的な協力関係などがそれに当たる。 今後は広告やＳＮＳの効果が， 入会者にどの程度

の影響を与えているか調査していく必要がある。

　

十勝ジュニア体操クラブにおける， 競技会成績は， 過去最高の成績を収めることができた。 コン

スタントに全国大会へ出場し， 中学・高校ともに優勝者を輩出できたことはこの上ない喜びであっ

た。 昨シーズンの苦労が報われた今シ」ズンであったし， 今後にも選手には大いに期待している。
しかしながら， 故障により， １名の選手が体育館を去ることになってしまった。 予防対策を十分に

行ってきたつもりではいたが， それは不足していたということに他ならない。 彼の夢を手伝うこと

ができなかった悔しさを， これからの選手に同じ思いをさせないという決意に変えて， また日々研

蹟を重ねていきたい。

　

最後に， 本研究の遂行に際しまして， 多大なるご協力をいただきました， 帯広畜産大学基金に心

より感謝申し上げます。

キーワード：体操競技， 総合型地域スポーツクラブ
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アライグマに特化したウイルス診断法の開発

今

　

井

　

邦 俊
動物・食品検査診断センター

　

教授

１． 目

　　　

的

　

北米産の外来種であるアライグマは， 日本に導入された後に野生化し， 繁殖力が高いために日本

全国でその数を急激に増やしてきた。 アライグマは， 雑食性であるため農作物の食害を引き起こし

ている他， 農場や人家へも容易に侵入することから， ウイルスを始め様々な病原体を人や家畜に伝

播する危険性が指摘されている。

　

北海道では道央圏を中心に繁殖し， 生息域を爆発的に拡大してきたが， 近年， 十勝地方において

もアライグマが急激に繁殖し， 問題になっている。

　

我々は， これまで十勝地方以外で捕獲されたアライグマについて， 鳥インフルエンザウイルス感

染を報告したが， 十勝地方に生息するアライグマにおける鳥インフルエンザウイルスを含むウイル

スの感染状況は， 殆ど分かっていない。 アライグマにおけるウイルス検査や抗体検査は， 家畜用の

ウイルス検査法が応用されているが， 野生動物であるアライグマのウイルス検査に適しているかど

うかは殆ど検討されていない。十勝地方は畜産業地帯であり，アライグマの繁殖を放置することは，
深刻な農業問題になる可能性があり， 市町村で駆除が行われている。

　

本研究ではアライグマに特化したウイルス診断法の確立を試み， アライグマおけるウイルス感染

状況を明らかにすることにより，家畜防疫や人獣共通感染症の予防対策に資することを目的とした。

２． 材

　　　

料

　

２０１０年１０月から２０１４年１０月までに十勝地域で７９頭のアライグマが捕獲された。 これらの個体

からウイルス検査用として鼻腔および直腸スワブ， 血清が採取された。 また， 一部のアライグマか

ら初代細胞培養用として精巣と腎臓が採取された。

　

寒天ゲル内沈降試験（ＡＧＰ）でインフルエンザＡウイルス抗体陽性を示した十勝地方以外で採取さ

れたアライグマ血清１６検体をＥＬＩＳＡにおける陽性血清とした。 また， ＡＧＰ抗体陰性血清５６４検体

を用いてＥＬ工ＳＡにおける陽性判定のｃｕｔ‐ｏ茸値を設定した。

３． 方

　　　

法

①

　

アライグマの精巣および腎臓の細胞培養：捕獲アライグマの精巣と腎臓を採取して初代細胞培

養を試みた。 成獣 （１頭） の精巣と腎臓， 幼獣 （１頭） の腎臓を無菌的に採取し， 細切後にトリプ

シン消化を行った。 細胞分散液 （トリプシン消化液） として， トリプシンを最終濃度０．１％ に含む

よ

　

う

　

に ク エ ン 酸 バ ッ フ

　

ァ ー （０．８％ＮａＣ１，０．０２％ＫＣ１，０．０４％ＫＨ２Ｐ０４，０．２５％Ｎａ２ＨＰ０４，０．０７４％

Ｎａ３Ｃ６Ｈ５０７） あるいは通常細胞分散液として用いられる０．０２％ＥＤＴＡ／ＰＢＳ（ＰＨ７．４）に溶解したものを

用いた。 細胞増殖培地として， 牛胎仔血清と牛血清由来細胞増殖因子であるＤｉｇｏＧＦ２１（ＷＡＫＯ）

をそれぞれ１０％に含むダルベッコ変法イーグル培地を用いた。 精巣および腎臓の消化は，３７０Ｃに

加温した細胞分散液で５分間行い， これを繰り返して消化分散された細胞を回収した。
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②

　

鼻腔および直腸スワブは， それぞれ各５頭分をプールし， インフルエンザＡウイルスの Ｍ 遺

伝子検出用ｒｅａｌ‐ｔｉｍｅＲＴ ＣＲにより遺伝子の検出を行った。
③

　

インフルエンザＡウイルス抗体検出用ＥＬＩＳＡ：アライグマにおけるインフルエンザＡウイル

ス抗体検出法としてＥＬ工ＳＡを検討した。不連続ショ糖密度勾配（３０％，６０％）遠心法を用いて精製し

たＡ／Ｗｈｉｓｔｌｉｎｇｓｗａｎ／Ｓｈｉｍａｎｅ／４９９／８３株を０．２％Ｔｒｉｔｏｎ‐ＸＩＯＯで可溶化したものをＥＬ工ＳＡ抗原とし

た。 抗 原 濃 度 はｃａｒｂｏｎａｔｅｂｉｃａｒｂｏｎａｔｅｂｕｆｆｅｒ（ＰＨ９．６） で希釈してｌｐｇ／５０ｐ１とした。 以下に

ＥＬＩＳＡの手順を示す。 １．ＥＬＩＳＡプレートの各ウエルに抗原を５０“１加えて４０Ｃで一晩吸着させた。
２．未吸着抗原を捨て，ブロッキング剤（１０％新生仔牛血清および仔牛血清，３％牛血清アルブミン，
１％アルカリ性カゼイン）ｌｏｏｐｌを加えて室温， ２時間ウエルの抗原未吸着部分をブロッキング

した。 ３．希釈アライグマ血清を５０”１加えて室温， １時間反応させた。 ４．ＰＢＳ‐０．０５％ｔｗｅｅｎ２０で

洗浄後，ＨＲＰＯ標識山羊１ｇＧ抗アライグマ１ｇＧあるいはＨＲＰＯ標識ｐｒｏｔｅｉｎＡ／Ｇを５０ｐｌ加えて室温，
１ 時 間 反 応 さ せ た。 ５．ＰＢＳ‐０．０５％ｔｗｅｅｎ２０で洗浄後，ＴＭＢ基質を５０〆１加えて発色させた。
ＨＲＰＯ 標識山羊１ｇＧ 抗アライ グマ１ｇＧ は， ｐｅｒｏｘｉｄａｓｅｌａｂｅｌｉｎｇｋｉｔ（ＤＯＪＩＮＤＯ）を用いて山羊１ｇＧ抗

アライグマ１ｇＧに酵素を標識して作製した。

４． 結

　　　

果

①

　

アライグマの精巣細胞の培養を行ったが， 細胞自体を得ることができなかった。 いずれの細胞

も破壊されているように観察された。 一方， 腎臓細胞は培養可能であり細胞継代も１０数代以上で

きたが， 増殖率が低く， １：１あるいは１：２の継代倍率でしか， 細胞を維持できなかった。
②

　

ｒｅａｌ－ｔｉｍｅＲＴ‐ＰＣＲを用いて， 鼻腔および直腸スワブからインフルエンザＡウイルスの遺伝子の

検出を試みたところ，１検体のみでＣｔ値４１．４６４を示した。
③

　

ＡＧＰ抗体陽性血清のＥＬＩＳＡＯＤ値は，２００倍希釈では０．８４２，４００倍希釈では０．５５５であった。
血清希釈２００倍でＯＤ値が０．３あるいは０．４以上を示したＡＧＰ抗体陰性血清を除外した場合のＥＬＩＳＡ

ＯＤ 値を Ｔａｂｌｅｌに示した。ｃｕｔ‐ｏｆｆ値を平均ＯＤ値十３ＳＤと決定し， 陽性の判定は２００倍に希釈し

た被検血清のＯＤ値が，０．４あるいはそれ以上を示した場合を陽性と判定した。

　

ＨＲＰＯ標識山羊１ｇＧ抗アライグマ１ｇＧおよびＨＲＰＯ標識ｐｒｏｔｅｉｎＡ／Ｇを比較したところ， ＡＧＰ

抗体陰性血清に対してＨＲＰＯ標識ｐｒｏｔｅｉｎＡ／Ｇの方がより低いＯＤ値を示した。 また， ブロッキン

グ剤として１０％新生仔牛血清が， 他のブロッキング剤と比較してＡＧＰ抗体陰性血清に対してより

低いＯＤ値を示した。

Ｔａｂｌｅｌ．ＥＬＩＳＡ ＯＤｖａｌｕｅｓｆｏｒｒａｃｃｏｏｎｓｅｒａｓｌｌｏＷｉｎ９ＡＧＰｔｅｓｔｎｅ９ａｔｉｖｅ

　　

Ｄｉｌｕｔｉｏｎｏｆｓｅｒｕｍ１）

１：４００

　　　　　　　　　　

１：２００Ｄｖａ１ｕｅ

Ｍｅａｎ

　　

ＳＤ

Ｍｅａｎ十３ＳＤ

Ｍｅａｎ十４ＳＤ

　

０．０７１７

０．１０８７１５２２８

０．３９７８８４６７４

０．５０６５９９９０２

　

０．１１６３

０．０９０５１３７２２

０．３８７８７９９７４

０．４７８３９３６９５

　

０．０６５７

０．１０８４０「３３６

０．３９０９１９３３３

０．４９９３２０６６９

　

０．１０２３

０．０７２２６３４５９

０．３１９１０４７４５

０．３９１３６８２０４

　　

Ｄｉｌｕｔｉｏｎｏｆｓｅｒｕｍ２）

１：４００

　　　　　　　　　　　

１：２００

１）ＯＤ値＝〉０．４を示したＡＧＰ抗体陰性血清を除外
２）ＯＤ値＝〉０．３を示した抗体陰性血清を除外
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本試験で決定したｃｕｔ‐ｏｆｆ値を用いて十勝地方で捕獲されたアライグマの血清のうち５６検体を用

いてＥＬＩＳＡで検査したところ， ４検体（７．１％）が陽性を示した。 このうち１検体で非常に高いＯＤ

値（１．２）が観察された。

５． 考

　　　

察

　

アライグマの精巣と腎臓を用いて初代培養細胞の確立を試みたが， 失敗した。 特に， 精巣の培養

では細胞自体が破壊されてしまったのか， 培養可能と思われるような細胞が全く得られなかった。

通常， 牛や豚では精巣細胞の初代培養はよくやられている手法であるが， アライグマの精巣の初代

培養が全くできなかった理由は不明である。 トリプシンに対する感受性が高く今回用いたトリプシ

ン濃度では細胞へのダメージが大きかったのか， あるいはアライグマの精巣自体に何かしらの問題

があったのか不明であった。 一方， 腎臓細胞は増殖し， 維持可能であったが， 細胞継代中に株化し

た細胞の出現は観察されなかった。

　

ＡＧＰは， インフルエンザウイルス抗体検査法として国際的にｇｏｌｄｓｔａｎｄａｒｄとして用いられてい

るが， 特異性は高いが感度の低いことが欠点として指摘されている。 本法は， インフルエンザＡ

ウイルスの内部蛋白に対する抗体を検出することが知られているが， 本研究で検討したＥＬＩＳＡも

ウイルス粒子を可溶化した抗原を用いているために，ＡＧＰと同様の抗体を検出できると考えられる。
ＥＬＩＳＡはこれまで多くの病原体の抗体検出系に応用されているが， 一般的に感度は高いが， 非特異

的反応の出現しやすいことも指摘されている。

　

野生動物からの抗体検出の場合， 実験的に作製された特異性が明確な抗血清を作製， 入手するこ

とが困難なために， 野生動物に特化した検査システムの確立は容易ではない。

　

本試験でもアライグマの抗血清が利用できないために，ＡＧＰ抗体陽性血清と陰性血清を参考に

ＥＬＩＳＡの判定 基準 を推定 した。ｃｕｔ‐ｏｆｆ値を 陰性血清のＥＬＩＳＡＯＤ値の ｍｅａｎ十３ＳＤに とるか，

ｍｅａｎ十４ＳＤあるいはそれ以上に設定するかは判断の難しいところである。 イノシシにおけるＥ型

肝炎ウイルス抗体検出用ＥＬ工ＳＡの報告では， ｍｅａｎ十５ＳＤをｃｕｔ‐ｏｆｆ値としていた。 擬陽性として判

断しないように可なり高い値を設定したと思われる。 本研究で設定したｃｕｔ‐ｏ賃値が正しいかどう

かを判定するには， 多数の検体を検査することと他の診断法との組み合わせにより正確な抗体検出

が行えるか検証する必要がある。また， 抗原の精製度もＥＬＩＳＡの特異性に影響を与える可能性が

ある。 本研究では， 抗原精製に不連続ショ糖密度勾配遠心法を用いたが， 連続ショ糖密度勾配遠心

法を用いて，抗原の精製度を上げることにより更に特異性を高めることが可能性かもしれないので，
現在検討中である。

　

アライグマにおけるウイルス感染状況の実態は， まだ殆ど分かっていない。 今回結果として示さ

なかったが， 最も信頼性が高いと言われている中和試験に於いても， ある種の牛ウイルスに対する

抗体検査で非特異的な反応が観察された。 このように必ずしも他の動物で使われている検査系がア

ライグマに適応できないかも知れない。 従って， アライグマにおけるウイルス感染を特異的に診断

できる診断法の開発は重要である。

６． 謝

　　　

辞

　

アライグマの捕獲と検体提供に御協力を頂いた十勝管内の行政機関の担当者の皆様にお礼を申し

上げます。 研究実施に協力頂いた岩手大学大学院連合農学研究科

　

山口英美さん， エジプト国の

Ｍ．Ａ．ＡｂｏＥ１ｋｈａｉｒ博士に深謝いたします。 また， 本研究の実施に当り御援助頂いた帯広畜産大学基

金に厚く御礼を申し上げます。
キーワード：アライグマ， インフルエンザＡウイルス
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国際交流に対する助成



フィリピン共和国国立フィリピン大学ロスバニョス校
（ＵＰＬＢ）

農学部， 食品科学科との交流及び現地視察

小

　

曙

　　　

浩

食品科学研究部門

　

教授

１． 目

　　　

的

　

フィリピン共和国国立フィリピン大学ロスバニョス校 （ＵＰＬＢ） は， 本学と１９９１年に連携協定を

締結し， 交換留学， 学生の短期ＪＯＣＶ派遣によるＪ工ＣＡ酪農振興プロジェクト （２００５～２００８） や

畜産国際協力ユニットの「海外実習」 など， 本学との交流に高い実績を上げている大学である。 こ

れまで， 獣医や畜産部門での交流が主体であったが， 更に交流の範囲を広げるため， 同学農学部，
特に食品科学科との交流を深めるため， 本学大学院１年山揮知香および坂下泰葉を随行させ， 主に

食品科学科の教員と共に， 同国内の食料生産および食品加工技術の現状について視察した。ＵＰＬＢ

食品科学科の窓口は， 同学科学科長エリンダ・デイゾン氏で， 滞在中の調査に随行してくれた教員

は， フロイレンド・フロレス氏， ラージヤン・ペニャフロール氏およびロティス・モペラ氏であっ

た。また，両大学の共同事業として，インターンシップや交換留学生などの実施について検討した。

本学大学院教育の紹介や共同研究の可能性などについても， 意見交換を行った。

２． 期

　　　

間

２０１４年８月６日より２０１４年８月１５日， 以下に滞在中の日程を示す。

　

８月 ６日マニラ到着

　

８月７日ロスバニョスヘ移動， 農学部長表敬， ミラクルフルーツ加工場および農場見学， 歓迎会

　

８月８日㈱ガーデニア （製パン） 工場， ドラゴンフルーツ農場視察

　

８月９日バギオヘ移動

　

８月１０日バギオ周辺視察

　

８月１１日ペングエット州立大学学長表敬， 学内施設見学， 国立根菜類研究所見学

　

８月１２日ロスバニョスヘ移動

　

８月１３日フル←ツ加工技術紹介および意見交換

　

８月１４日マニラへ移動， ８月１５日帰国

３． 場

　　　

所

　

ロスバニヨス， カビテ， バギオ， ペングエッ ト

４． 内

　　　

容

ＵＰＬＢ食品科学科教員フロレス氏とペニャフロール氏の案内で， 特徴的な熱帯果実生産とその加
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工，更に，日本の作物生産環境にも類似している高地の馬鈴薯生産の状況について視察した。また，

同学科に交換留学制度で留学中の本学食品ユニット学部３年生脇本加奈子も同行した。 以下に， ２

名の大学院生の報告書の一部を抜粋して示す。

４－１． フィリピンにおける果実生産と加工の現状について （２６３１２

　

山運知香）

　

フィヱ；茶さじ位讐警三：宗琴乱雲冬三雲；ゞ ±≦撰一麟鴇，圏

　

麟墓園圃

　　　

の釆剃っり，飯蹴 歌硯Ｗ 嫌 綱小Ｕて喝
筆 圃 圃

　　　

臓障
の加工利用法について調査することを目的とした。

　

フィリピン大学ロスバニヨス校農学部長ドミンゴ．エンゲ

　

霊園

ルス氏 （園芸学科） の案内で， 同大学の敷地内で栽培されて

　

握壷

　　　　　　　　　　　　

，圏醗いるミラクルフルーツ畑を視察した。 ミラクルフルーツはガ

　

園隷懲義美繍

気候は果実の栽培に適している。一昨年の収量はｌｏｔほどで，

収穫された果実は凍結乾燥させた後， 日本などに輸出されて

一は世界でも優良な品種である。 マンゴーはそのまま食べるだけでなく， 乾燥やピューレ， 粉末な

どに加工している。 フィリピンで製造されるドライマンゴーの約９０％は輸出されており， 日本は

フィリピンにとって生鮮マンゴーおよびドライマンゴ←の輸出先として大きな市場の１つだ。 マン

ゴーはβ‐カロテンやビタミンＣを多く含んでおり， 特に β‐カロテンは果実が熟すとともに増加

する特徴がある。 講義終了後には， 大学内にある加工施設を見学し， 実際に使用している機械の説

明を受けた。

　

フィリピンは， 温暖な気候であることから年中さまざまな果実が栽培されている。 滞在中には，

マンゴ」やマンゴスチン， ランブータンなどの日本ではあまり目にすることのない果実も数多くあ

った。 ペンゲットを含む訪問した加工施設では， 主にワインやジャムの製造が小規模で行われてい

た。 実際に売られていたジャムは色が褐色で， 果実特有の赤色が見えず， 味も日本で販売されてい

るものより甘味が強く， 日本とフィリピンでの暗好性の違いを感じた。

４－２． ルソン島北部高地地帯におけるバレイショ生産 （２６３００

　

坂下

　

泰葉）

東南アジアに属するフィリピンは， １年を通して気温・湿度の高い熱帯モンスーン型気候で， 雨
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期 （６～１１月） と乾期 （１２～５月） がある島国である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　 　　 　　　　　　 　　
のルソン島北部に位置するバギオむこて， フィリピン根菜

　

瞬，灘圃園圏圃霊醗壷謝聾園，圃圏聾瞳

　

十 十

　

明ー”
；／” 小 小 雨 〆 「牛甚，ｒ「ふテ

　

藁圃剛璽霊霊園霊園鱒護麗圃慶園圏圏米古に江ク口旨こま 言七日一目７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

　

　

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

バレイショの病気に関して， 最も多くみられるのは， 削れｇ崩 病である。 主に雨季にかかる病気で，

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｍｓ属のバクテリアによりカビが繁殖し， 葉が腐り， バレイショが大きく生育すること

ができない。 また， 日本でもよく見られる中心空洞については， 過剰生育や， 生育期間における高

い気温が原因で起こることがあり， Ｇｒｍｏ血より壌ｏｒααで多くみられる。 そうか病については，

あまりみられないが， 日本と同様で， 肥料として石灰を多く使うと発生するとのことである。 収穫

後については， 日本では，１年中バレイショを流通させるために収穫後， 貯蔵庫で保管されるのが

一般的であるのに対し， フィリピンでは貯蔵は行わず， 土中で保存されることが多い。 また， 市場

の価格は， バギオでは３０－４０ｐｅｓｏ／絹であるのに対 し， マニラやロスバニョスでは， その２倍の

値段で売られている。 このように， バレイショはフィリピンでも需要の高い作物であるが， 生産地

が限定され生産量が不足してる状況が推察された。 生産， 貯蔵および流通に多くの課題があるよう

に感じた。

最後に， このような貴重な交流を行う機会をご提供頂いた本学基金に， 心より感謝の意を表しま

す。

キーワード：フィリピン， フィリピン大学ロスバニョス校， 食品加工， 熱帯果実， バレイショ
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社会貢献活動の支援に関する助成



帯広畜産大学マンドリンサークル

帯広畜産大学マンドリンサークルは，１９６５年５月にマンドリン同好会として発足し， 翌年正式

にマンドリンサークルとして認められました。 定期演奏会をはじめ様々な機会に演奏することで多

くの方々にマンドリン音楽を楽しんでいただくことを目標に， 日々練習に励んでいます。 現在部員

は２２名で活動しています。

１． トムテのいえコンサート

　　

（２０１４年７月１９日）

　

家庭保育園トムテ （芽室） のいえにてコンサートを

させていただきました。

　

当日は 「アンパンマンマーチ」 など小さな子供にも

馴染みのある曲を演奏し， 園児から大人まで幅広く喜

んでいただくことができました。

２． 帯広ロータリークラブ家族野遊会コンサート

　　

（２０１４年９月７日）

大学内で行われました帯広ロータリークラブの家族

野遊会にてコンサートをさせていただきました。 多く

の方に楽しんでいただき， 演奏後には 「きれいな音色

だった」「癒された」 などと暖かい言葉をいただきま

した。

３． 帯広自動車学校１日解放ｄａｙコンサート

　

（２０１４年９月２１日）

′
．

　

帯広自動車学校の１日解放ｄａｙ
にてコンサートをさせていただきま

した。 イベント会場の中心から離れ

たところで演奏しましたが， 多くの

方に足を運んでいただき楽しんでも

らうことができました。
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４． 第４５回定期演奏会（２０１４年１１月２２日）

　

とかちプラザにて第４５回定期演奏会を開催いたしました。 当日は１００名以上の地域の方々に来

ていただだいて， マンドリンオ←ケストラの音色を楽しんでもらいました。 練習の成果を十分に発

揮することができ， 演奏会後のアンケートでも 「とてもよい演奏会だった」「来年もぜひ聴きに来

たい」 などと嬉しい言葉をたくさんいただくことができました。

、キー誓書』圭そご圭鍔，言衛 き き董

５． 畜大ふれあいフェスティバル ミニコンサート

　　

（２０１４年１２月２３日）

　

とかちプラザで行われた畜大ふれあいフェスティバ

ルにて， ミニコンサートを行いました。 演奏中は手拍

子をいただき， お越しいただいた方々と私たちとで－

体となって楽しむことができました。 また， コンサー

トの終わりには大きな拍手をいただきました。

～そのほかの活動～

・寮祭でのコンサー ト（２０１４．６．２８‐２９）

・第２回北海道マンドリンフェスティバル （サークルより５名参加）（２０１４．８．３０）

・世界基督教統一神霊協会 帯広教会クリスマスコンサート（２０１４年１２月２１日）

マンドリンサークルへご支援を頂きました帯広畜産大学基金に， 心からお礼申し上げます。
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帯広畜産大学吹奏楽部

帯広畜産大学吹奏楽部は，１９９１年７月に同好会として発足して以来， 定期演奏会をはじめとし

た様々な演奏会で，地域の方々と音楽を通じた交流をしています。今年は３３名で活動してきました。
１２月の定期演奏会で１１人の３年生が引退し， 現在は新体制となってスプリングコンサ」トに向け

た練習に励んでいます。

１． 第２２回定期演奏会 （２０１４年１２月２３日）

帯広市民文化ホ←ルで第２２回定期演奏会を開催しました。今年は２００名を超えるお客さんに来

ていただき， 一部は吹奏楽曲を中心に，２部はアンサンブル曲を， ３部はポップス系の盛り上がる

曲を演奏しました。 演奏中は， 手拍子をしていただき， 演奏後には暖かい拍手をいただきました。

演奏を通して， お客さんとの繋がりを実感する事ができ， 沢山の暖かいお客さんに畜大の演奏を聞

いてもらえることができ， 本当に定期演奏会を開催してよかったと思いました。 これからもこの演

奏会を続けていきたいと思います。
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２． ファームデザインズでの演奏 （２０１５年１月１０日）

　

ファームデザインズ帯広畜産大学店

にて， 演奏を行いました。 ピアノ， ク

ラリネット， カホンの編成でジャズア

ンサンブルを行い， 普段と少し違った

帯広畜産大学吹奏楽部の姿を， 畜大生

と地域の方々に見ていただけたことを

嬉しく思います。ＴｈｅＧｉｒＩＦｒｏｍ工ｐａｎｅｍａ，

ＭｙＦａｖｏｒｉｔｅＴｈｉｎｇｓ，Ｓｐａｉｎ，いつか王子

様が （ピアノソロ） の４曲を演奏した

後アンコールをいただき，追加で－曲，
ピアノで演奏させていただきました。

演奏者がいつもより近くにいたため，
より楽器や音楽を身近に感じていただ

けたのではないかと思います。 また，

カホンという楽器は， 普段の吹奏楽部の演奏ではあまり目にする機会がないため， 興味を持ってく

れたお客様もいらっしゃいました。 演奏終了後に， ファームデザインズの方から他の曲の依頼があ

りましたので，２０１５年度もアンサンブルを通して地域の方々との交流を深めることを目標に， フ

ァームデザインズでの演奏を予定したいと思います。 年々増えてきている吹奏楽部員がアンサンブ

ルにも力を入れることで， より地域の方々が帯広畜産大学を身近に感じると同時に， 個人個人の技

術が高まり， 音楽性の高い演奏を聴いていただく機会が増えればいいと思います。

～その他主な活動～

・２０１４年

　

１月

　

第４５回帯広地区アンサンブルコンクール

　

金管８重奏で出演， 金賞

・２月

　

第４５回

　

北海道アンサンブルコンクール

　

金管８重奏で出演

・４月

　

スプリングコンサ」トの開催

・５月

　

寮祭， 芸能祭の出演

・６月

　

吹奏楽祭の出演

・８月

　

第５９回帯広地区吹奏楽コンクール出場， 金賞受賞

・９月

　

第５９回北海道地区吹奏楽コンクール出場， 金賞受賞

吹奏楽部へご支援いただきました帯広畜産大学基金に， 心からお礼申し上げます。

※

　

帯広畜産大学吹奏楽部ホームページｈｔｔｐ：／／ｃｈｉｋｕｓｕｉ２０１０．ｂｌｏｇｌ０８．ｆｃ２．ｃｏｍ／
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農業サークル

　

あぐりとかち

私たちは十勝にいて， 農業を身近で感じることができます。農家さんや十勝の食に関わる方々と

のたくさんの交流を通じて十勝農業の素晴らしさを実感することが多いです。 その魅力をもっと多

くの人に知ってもらいたい， 伝えたいという思いのもとに活動をしています。 あぐりとかちは， 自

分たちも楽しみながらをモットーに， 十勝でしかできないことにたくさんチャレンジしています。

１． 麦感祭 （２０１４年８月２４日）

小麦生産量日本一の音更町で開催する小麦の収

穫感謝祭に今年で４回目の参加をしました。

　

あぐりとかちはかき氷のブースを担当し， 特に

　

供向けにドーナツや

　　　

一．メード
挙鱗珊欝埼嚢鰹鱗昇

　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　 　　　　　

　

ル」ツで動物の顔を

　

鴎繋溺豪キ瞥聾慶謙

　

一

　

鴎蒙塵灘

　

ヱご「 、キ ′は占ヱ舗

　

灘灘潮風縄轍灘電唖三三
・壕臓

　

Ｑノー〃ご４＼〃〆廟Ｔ

　

騨鞭

　

鮎醗酵÷

　

灘綿１ １園

　　　　　　　　　

薩

　　

糧酷 悪葱綾 織運慶穣

　　　　

十 十十 十

　　

鴎

　

繋 型騒ぎ－≦ぎ署器養馨麹麟諺
また， 一般参加者に

　

鰯圏瞳瞳園総竺逓曇ざ馨纏警器響霞

でした。

向けた小麦畑を生かした障害物競走や， ０×ク

イズも行って楽しんでもらうことができました。

２． 豆モザイクアート （２０１４年８月３０日）
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．

十勝 「世界一」 プロジ

エクトという団体にあぐ

りとかちも参加し， ９種

類の豆， 約２．５ｔ を１０セ

ンチメートル四方のビニ

←ル袋に詰め， ５方袋を

並べて縦２５メートル×横２０メ←トルの十勝を舞台とし

た人気アニメ漫画 「銀の匙 （さじ） Ｓ

　

ｉ

　

ｌｖｅｒ

　　

Ｓｐ

ｏ ｏｎ」 のキャラクターの巨大なモザイク画を完成させました。 十勝の主要生産物である豆を通し

て農家さんや地域住民の方々との交流ができました。
３． 食と農林漁業大学生アワード（２０１４年１１月２日）

農林水産省主催の全国の農業学生団体がその活動成果

を発表し， 今年Ｎｏ．１の団体を決める大会であぐりとか

ちも応募し， 予選を通過して東京での決勝大会に出場し

ました。 １番にはなれませんでしたが， 多くの人にあぐ

りとかちの活動や十勝の素晴らしさについてＰＲするこ

とができました。 また， 全国の食と農に関わる学生たち

と交流することができました。
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（２０１４年１１月２９日）
４・おびひるキツズタウン．

醒憂麗議罰灘瓢樺
帯広市内の小学３’４年 暮橘獣 滋議、

　　　

　　 　　

　　　　

　 　
　 　　

生を対象とした職業体験イ

ベントにあぐりとかちは今

年初めて参加 は したｏ あ
欝 麟園諺霊欝一ぐりとかちは農業体験ブー

スを担当し， 子供たちに搾乳体験， 堆肥についての

紙芝居などを提供し， 農業の大変さや面白さを伝え

ました。 子どもたちに自分たちの住んでいる十勝に

ついて理解してもらう良い機会となりました。

５． 十勝消費拡大プロジェクト（１１月末～２月１１日）

　

｝

　

奪さ

　　　　　　　　　

十勝消費拡大プロジェク

　

十勝消費拡大プロジェクトは， 十勝の農産物をもっ

と多くの人に食べてもらいたい， 消費を増やそうとい

うプロジェクトです。 十勝地区農協青年部の方々とあ

ぐりとかちが協力して十勝食材を使ったメニューを考

案し， お店での商品化を目指しました。 実際に商品化

という形にはならなかったのですが， この活動を通し

てたくさんの農家さんと交流を深めることができ， ま

た改めて十勝の農産物に触れることができました。

６．白小豆プロジェクト（１０月中旬～３月１１日）

　

白小豆プロジェクトは， 白小豆を生産してい

る帯広のとやま農場さん， あんこを使ったスイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る

　

つぼ
一ツを提供しているカフェ増場（帯広市）さん，

÷
キー

カフェにケーキ

を提供している

パウダーさん，
そしてあぐりと

かちが協力して

行いました。 白

・豆は生産量が

少なくあまり出まわっていないため知られていなので， もっと多くの人に白小豆の美味しさを知っ

てもらうためにアイディアを出し合い， 会議を重ね多くの方のご協力のもと「白 ・豆のもんてびあ

んこ」 が完成しました。 カフェ増場さんで週末限定で販売されます。

農業サークル

　

あぐりとかちへご支援頂きました帯広畜産大学基金に， 心からお礼申し上げます。
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《平成２６年度大学基金奨学生との懇談会を開催》

　

《奨学金授与者から》

－大学基金の奨学金を授与されて－



平成２６年度大学基金奨学生との懇談会を開催

　

１０月１４日 （火）本学本部棟大会議室において， 長浬学長と平成２６年度大学基金奨学生１１名との

懇談会が開催されました。

　

この懇談会は， 同奨学生に大学基金の趣旨を理解してもらい， 有効に使用していただくことを目

的に開催しています。

　

最初に， 学務課長から大学基金の奨学金は， その趣旨に賛同をいただいた企業ｏ団体， 同窓生及

び教職員からの寄附であることの説明がありました。
学長から 「この奨学金は， 全国の同窓生や企業ｏ団体からの貴重な寄附であることを忘れず， 感

謝の気持ちを常に持ってこれからの学業や研究など， それぞれの目指す目的に有効に活用していた

だきたい。」 と述べられました。

　

その後， 各奨学生から， 学年ｏ所属研究室， 氏名などの自己紹介と， この奨学金に対する感謝の

言葉が述べられました。

　

畜産科学課程３年， 星崎晃一 （ほしざき

　

こういち） さんからは，「アルバイトの時間を勉強に

費やすことができ， 非常に感謝しています。」 とお礼の言葉が述べられました。

大学基金奨学生と長洋学長（前列中央），
金山理事ｏ副学長 （後列左）， 多田副学長・事務局長 （後列右）
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畜産科学課程

　

１年

　

越野

　

彩織

帯広畜産大学基金奨学金を認めていただいてありがとうございました。
大学進学についていろいろ選択肢がありましたが， 私には兄弟が多く困ってい

ました。 帯広畜産大学基金奨学金の存在を先生から教えていただきお願いをさせ

ていただきました。

今私が大学生活を無事送れているのも奨学金のおかげです。 奨学金をいただい

た以上， 私一人の責任ではないので， 今後私のような学生のためにこの奨学金の制度が生かされる

といいなあと思いました。 この度はありがとうございました。

畜産科学課程

　

３年

　

星崎

　

晃一

　

私は， 現在， 家畜の繁殖について学んでおり， 卒業研究も牛の卵子について研

究するつもりです。今年度畜大基金奨学金を受け， 一番良かったと感じるのはア

ルバイトに割く時間を短縮できたことです。 申請するまでは週に何度か深夜まで

働き，生活費を賄っていました。勉強をおろそかにしたつもりはないですが，徐々

に忙しくなる学生生活の負担になってきていました。基金奨学金を受けてからは，
月３万円の援助のおかげで深夜までやっていたアルバイトの時間を減らす事ができ， その分資格取

得や就職対策に力をいれることができています。

　

また， 今年度後期の成績も少しですがよくなり， 基金のありがたさを強く実感しています。今回

は本当にありがとうございました。

畜産科学課程

　

４年

　

坂井

　

祐希

今年度， 帯広畜産大学基金奨学生として採用していただき， 奨学金を給付して

いただいたことに感謝申し上げます。 奨学金の給付を受けられたことで， アルバ

イトにあてるべき時間の多くを研究に費やすことができました。
私は， 現在， コムギを主な研究対象としています。私自身， 作物の研究に取り

組みたく， 他大学から３年次編入してきた身ですので， 今年１年間， 研究に没頭

できたことは， 非常に幸運なことでした。 私の目標は，
“倒伏に強いコムギ”の育種に貢献するこ

とです。春からは，畜大の大学院でお世話になりますが，この目標の実現に少しでも近づけるよう，
今後も勉学に励んでいきたいと考えております。

修士課程

　

食品科学専攻

　

１年

　

竹内

　　

薫

　

この度は帯広畜産大学基金奨学生として採用していただき誠にありがとうござ

います。 私は本年度修士課程に進学するとともに筋原線維タンパク質の一つであ

るミオシンの水溶化機構解明という新たな研究テーマに着手しました。 ミオシン

はその調製に大変な手間がかかり実験にも時間がかかることから実験をしない日

でないとアルバイトをすることが困難でした。 このまま研究を続けて生活してい

けるのかとても不安だったのですが， 幸いなことにこの奨学金を授与していただいたためその不安

を抱えずに研究に取り組むことが出来ました。 在学中に自分の研究成果を社会に発表できるようこ

れからも努力します。
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修士課程

　

食品科学専攻

　

２年

　

慈

　　

照紅

私は中国から私費留学生です。 慈照紅と申します。２０１３年４月から大学院課

程に進学し，２０１５年３月に修了予定です。 また， 博士課程に続き進学する予定

です。 研究テーマは，「加熱処理した有色豆類 （煮汁と煮豆） の機能性成分とそ

の特性の解明」 です。 その内容をまとめて投稿論文を作っています。 毎月２万円

の奨学金には生活費や学費などで経済的に助かりました。
なお， この基金を戴いて毎月のアルバイト時間も減らすことによって忙しい大学院課程に授業や

実験などの時間は増やしました。 奨学金の使用には教科書費約１１万円， 見学約２万円， 実験用具約

１０万円と文具１万としました。

修士課程

　

資源環境農学専攻

　

１年

　

鈴木

　

孝直

私は， 学部生の頃に奨学金というものを受けたことがありませんでした。 それ

は， 両親からの仕送りで十分に生活できていたからです。 今思い出せばとても親

不孝な人間だったと感じます。 ですが， 修士に進学したこともあり， また友人や

後輩たちが自分の力で生活費をまかなっている姿を見て， このまま仕送りだけに

頼るのではいけないと思いました。

　

そのため， 本奨学金を受けさせていただきました。 １日のほとんどを研究と喫茶店アルバイトで

過ごす生活スタイルの関係から， 早朝や夕方の農家バイトが出来ない私にとって， 本奨学金はとて

も大きな力となりました。 本当に， ありがとうございました。

修士課程

　

資源環境農学専攻

　

２年

　

呉

　　

旭輝

私は

　

ＳＤセンサを利用したブームスプレーヤの散布高さ検出装置の開発」 を

研究テーマとして先月に卒業発表しました。 私はずっと前から海外留学にあこが

れていたが， うちの実家の経済状況はかなり厳しく， 家計支持者の父親が来年に

定年退職となり， 母親が持病のため１８年前に失職したことで， 両親が全力で支

援しても現状維持が困難と思います。 そのため， 自分は奨学金の応募や帯広での

アルバイトなどを行い， 学費の足しにし続けたいですが， 自由時間のほとんどをバイトに当ててい

る対応に追われることです。今まで収支のバランスはギリギリですから， 修士課程に入学から頂い

た奨学金は私にとって非常にありがたいことです。 おかげ様で， バイトに割いている時間をこれ以

上増やさずに， 充実した学生生活を継続してきました。 ご支援を賜りました関係者の皆様への感謝

と尊敬の気持ちをこめて， 心からお礼申し上げます。

博士前期課程

　

畜産衛生学専攻

　

１年

　

三宅

　

正純

　

この度は，帯広畜産大学基金の奨学生に採用して頂き心より御礼申し上げます。
採用決定の旨を頂戴するにあたり地元の両親も大変喜び， 感謝の意を示しており

ます。 支給されます奨学金は学費に回させて頂き， そのためのアルバイトを減ら

した分， よりいっそう学問に励みたいと思います。 また， 帯広畜産大学の学生と

して様々な経験を自分の中に培い，将来に対する糧にしたいとも考えております。
賛助してくださる皆様からの貴重な寄付を決して無駄にすることなく， 将来「食を支え， くらしを
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守る」 人材となれるよう日々適進していく所存です。

博士前期課程

　

畜産衛生学専攻

　

１年

　

藩

　　

志飛

　

この一年間， 畜産衛生学に関する基礎課程を取りました。 これ以外に， 乳牛糞

尿並びメタン発酵消化液中の薬剤耐性菌の変化について研究をしていました。こ

の奨学金を頂くことができて， とても勉強や生活に役立ったと思っています。 毎

月の２万円で一部の家賃や食費を払うことで， 生活負担を軽くして， 留学生活も

楽になりました。 それで， 勉強や研究に専念することができまして， 心から感謝

を申し上げたいと思います。 これからも勉強や研究にもっと頑張りたいと考えています。

博士前期課程

　

家畜衛生学専攻

　

２年

　

陰山

　

麻由

　

この度は， 帯広畜産大学基金を通して学生生活を支えていただき， 誠にありが

とうございます。去年に続いて今年も畜大基金を受けられたことで， 無事に修士

課程を修了することができ， 学生生活もとても充実したものになりました。 卒業

研究発表や修士論文執筆の際にはバイトに時間を取られることなく集中して発表

練習を行い， 論文を書き上げることができました。また， 今年度は肉用牛研究会

にて， 研究結果を発表することもできました。 その他にも， 昨年度投稿中の論文が無事研究会報に

掲載され， 新たな論文も投稿し掲載されることができました。
学生生活を不安を抱くことなく有意義に過ごすことができたのは支援していただいた皆様のおか

げです。 本当にありがとうございました。

博士後期課程

　

畜産衛生学専攻

　

２年

　

竹内

　

良曜

　

この度は， 帯広畜産大学基金奨学金を授与していただきありがとうございまし

た。私は， 帯広畜産大学発ベンチャー企業の北海道バイオマスリサ←株式会社の

役員をしながら，博士課程で学んでおり，本奨学金を活用させていただきました。
弊社は国内外のバイオマスエネルギーなどの調査， 研究事業を行っていますが，
帯広畜産大学やその他の専門研究機関が集中する十勝地域は， 働きながら研究活

動が行える恵まれた環境であり， 今後もこのような環境を維持できるように尽力していきたいと考

えています。

　　　　　

岩手大学大学院連合農学研究科

　　　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

博士課程

　

１年 斉

　

佳鶴玲

　

私は平成２６年４月から岩手大学大学院連合農学研究科生物生産学専攻に進学

しま した。 博士課程において， 「Ｂａｃｉｌｌｕｓｔｈｕｒｌｎｇｉｅｎｓｉｓをもちいて トマ ト萎凋病

原菌とサツマイモネコブセンチュウに生じる複合病の生物的防除」 について研究

しています。

　

この１年目の実験データは今年ドイツで開催された「国際無脊椎動物病理学会」

に口頭発表して， 外国の研究者に注目されました。 博士課程において実験と調査が多いため， アル

バイトの時間があまりないと思いますが， この帯広畜産大学基金をいただいた後， 生活的な負担が

減少し， また研究にも専念することができました。
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賛助会員名簿及び寄附者ご芳名

大学基金運営委員会委員名簿

大学基金に関する規程



賛

　

助

　

会

　

員

　

名

　

簿

（平成２７年３月３１日現在）

　　

（五十音順・敬称略）［企業◎団体等］（５１団体）

１

　

㈱アクト

２

　

㈱伊豆倉組

３ 出雲ペットクリニック

４

　

㈱ウチダシステムズ北海道支社帯広支店

５

　

㈱エヌシーおびひろ

６

　

帯広ガス㈱

７

　

帯広商工会議所

８

　

帯広信用金庫

９

　

帯広畜産大学生活協同組合

１０

　

帯広地方卸売市場㈱

１１

　

川田工業㈱

１２

　

特定非営利活動法人コミュニティシンク

　

タンクあうるず

１３

　

㈱ズコーシャ

１４ ㈱曽我

１５

　

㈱ダイイチ

１６

　

大昭電気工業㈱

１７ たいせつ動物病院

１８

　

税理士法人竹川会計事務所

１９

　

際）土谷特殊農機具製作所

２０

　

東洋印刷㈱

２１

　

東洋農機㈱

２２

　

十勝信用組合

２３

　

十勝地区農業協同組合長会

２４

　

㈱）十勝生ハム製造研究所

２５ 十勝農業協同組合連合会

２６

　

㈱）十勝毎日新聞社

２７ 合同会社トレックス

２８

　

内外施設工業㈱

２９

　

㈱日専連ジェミス

３０

　

日本甜菜製糖㈱

３１ 医療法人社団

　

博仁会

　

大江病院

３２

　

ハラデンキ㈱）

３３

　

㈱平田建設

３４

　

富士金網製造㈱

３５

　

㈱）べつかい乳業興社

３６ 社会医療法人北斗

３７

　

㈱）北海道新聞社帯広支社

３８

　

北海道農業協同組合中央会帯広支所

３９

　

北海道バイオマスリサーチ㈱

４０

　

宮坂建設工業㈱）

４１

　

宮本商産㈱

４２

　

森産業㈱

４３

　

㈱山本忠信商店

４４

　

吉岡どうぶつ病院

４５

　

㈱柳月

４６

　

ＹＳヤマショウ㈱

不掲載希望

　

５団体
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［個人・学外］（９７名）
（平成２７年３月３１日現在）

　　

（五十音順・敬称略）

１

　

芦

　

淫

　　　

明

２

　

有

　

賀

　

秀

　

子

３

　

石

　

川

　

智

　

之

４

　

石

　

田

　

雅

　

嗣

５

　

磯

　

野

　

進三郎

６

　

市

　

村

　　　

幽

７

　

伊

　

藤

　　　

繁

８

　

稲

　

田

　

一

　

郎

９

　

今

　

田

　

忠

　

夫

１０

　

岩

　

野

　

洋

　

一

１１

　

宇

　

井

　

三喜子

１２

　

大

　

友

　

秀

　

文

１３

　

大

　

宮

　

良

　

文

１４

　

岡

　　　

功

　

人

１５

　

岡

　

本

　

明

　

治

１６

　

鬼

　

塚

　

義

　

臣

１７

　

影

　

山

　

晴

　

久

１８

　

梶

　　　　　

隆

１９

　

勝

　

俣

　

和

　

悦

２０

　

加

　

藤

　

良

　

彦

２１

　

菅

　

野

　

典

　

雄

２２

　

楠

　

原

　

秀

　

高

２３

　

久保田

　

政

　

男

２４

　

後

　

藤

　

格

　

弘

２５

　

小

　

西

　

喜

　

洋

２６

　

・ 林

　

卓

　

－

２７

　

坂

　

井

　

清

　

治

２８

　

佐

　

藤

　

基

　

佳

２９

　

佐

　

野

　

幸

　

男

３０

　

佐

　

村

　

久

　

夫

３１

　

柴

　

田

　

雄

　

二

３２

　

清

　

水

　

昭

　

雄

３３

　

白

　

戸

　

綾

　

子

３４

　

末

　

広

　　　

彰

３５

　

鈴

　

木

　

一

　

郎

３６

　

砂

　

川

　

敏

　

文

３７

　

高

　

木

　

俊

　

雄

３８

　

高

　

桑

　　　

修

３９

　

高

　

田

　　　

薫

４０

　

高

　

橋

　

一

　

夫

４１

　

高

　

橋

　

秀

　

清

４２

　

高

　

橋

　

宏

　

昌

４３

　

棚

　

橋

　

祐

　

治

４４

　

丹

　

野

　

久

　

夫

４５

　

出

　

口

　

宣

　

夫

４６

　

寺

　

島

　

義

　

郎

４７

　

時

　

田

　

則

　

雄

４８

　

鳥

　

羽

　

建

　

治

４９

　

中

　

井

　

成

　

也

５０

　

中

　

川

　

欣

　

三

５１

　

中

　

川

　

允

　

利

５２

　

西佐古

　　　

求

５３

　

新

　

田

　

隆

　

典

５４

　

野

　

川

　

浩

　

道

５５

　

野

　

口

　　　

豊

５６

　

羽

　

田

　

昭

　

夫

５７

　

漬

　

崎

　　　

格

５８

　

林

　　　

克

　

昌

５９

　

林

　　　

俊

　

克

６０

　

原

　　　

光

　

昭

６１

　

福

　

本

　

幸

　

久

６２

　

藤

　

田

　　　

淳

６３

　

堀

　　　

次

　

郎

６４

　

増

　

本

　

多喜子

６５

　

三

　

上

　

正

　

幸

６６

　

三

　

木

　

直

　

倫

６７

　

三

　

竹

　

俊

　

之

６８

　

宮

　

崎

　

達

　

也

６９

　

村

　

林

　　　

宏

７０

　

森

　

井

　

恒

　

幸

７１

　

森

　

田

　

邦

　

雄

７２

　

諸

　

角

　

元

　

二

７３

　

八

　

木

　

英

　

光

７４

　

矢木沢

　

徳

　

弘

７５

　

山

　

下

　

忠

　

幸

７６

　

山

　

田

　　　

責

７７

　

由

　

佐

　

毒

　

朗

７８

　

横

　

山

　　　

敏

７９

　

横

　

山

　

誠

　

人

８０

　

吉

　

野

　

英

　

治

８１

　

吉

　

村

　　　

忠

８２

　

米

　

森

　　　

清

８３

　

和

　

田

　　　

明

不掲載希望

　

１４名
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［個人・学内］（９１名）
（平成２７年３月３１日現在）

　　

（五十音順・敬称略）

１

　

相

　

内

　

大

　

吾

２

　　

３

　　

４

　　

５

６

　　

７

８

　

９

　

１

　

０

　　

　　　

　　

．十１

　　　　

１十．

Ｑ
Ｊ

　　　

八

　　　

に
Ｊ

　　　

　　　　

　　　

　　　　

　　　

ハ。

　　

７
十

　　　

Ｑ
Ｕ

　　

（ｕＪ

　　

（Ｕ

１十１

　　　

１十↓

　　　

．
↓

　　　

・
１

　　　

つ
ム

ハ。

　　

７
十

ｎｘＵ

　
　

　　

　
　

　　　

　　

２９

　

３

　

０

飯

　

島

　

浩

　

司

五十嵐

　

郁

　

男

石

　

井

　

利

　

明

今

　

井

　

邦

　

俊

梅

　

津

　

一

　

孝

浦

　

島

　　　

匡

大

　

石

　

明

　

広

太

　

田

　

晶

　

久

大

　

西

　

明

　

美

大

　

西

　

一

　

光

大

　

林

　

姿

　

子

大和田

　

琢

　

二

・ 川

　

晴

　

子

奥

　

村

　

香

　

世

押

　

田

　

龍

　

夫

小

　

田

　

有

　

二

折

　

笠

　

善

　

丈

角

　

田

　

裕喜美

門

　

平

　

睦

　

代

門

　

屋

　

充

　

郎

金

　

山

　

紀

　

久

茅

　

野

　

光

　

範

川

　

上

　

秋

　

桜

川

　

本

　

恵

　

子

木

　

田

　

克

　

弥

北

　

村

　

延

　

夫

口

　

田

　

圭

　

吾

国

　

友

　

千

　

帆

窪

　

田

　

さと子

５９

６０

・
１

　　

つ
Ｌ

　　　

Ｑ
Ｊ

ハ
．

　

〔へＪ

　　　

ＣＯ

　　

　　　

　
　

　　

　　

　　　

　　　

　　

　　　

　　　

７
十

　　　

Ｒ
Ｕ

　　

（ｕＪ

　　

（＝Ｕ

　　

１十１

　　　

　　　

　
　

　　　

　
　

　　　

　
　

　　　

　　

［。

　　

。

　　

７
十

　　　

ｏｘＵ

　　

（》

　　

（＝Ｕ

　　　

Ｉ
Ｉ

ハ
．

　　

″

　　　

″

　　　

”^「

　　　

＾

　　　

に
Ｊ

　　　

Ｊ

っ
ム

　　　

つ、Ｊ

　　　

Ａ

　　　

に
Ｕ

　　　

Ｃ０

　　　

ヮ
十

ＯＸＵ

に
Ｊ

　　　

に
Ｊ

　　　

に
Ｊ

　　　

に
Ｊ

　　　

に
Ｊ

　　　

に
Ｊ

　　　

に
Ｊ

倉

　

園

　

久

　

生

・ 時

　　　

浩

小

　

池

　

正

　

徳

耕

　

野

　

拓

　

一

小

　

嶋

　

道

　

之

小

　

山

　

耕

　

平

近

　

藤

　

大

　

輔

佐々木

　

基

　

樹

佐

　

藤

　

栄

　

輝

清

　

水

　　　

隆

清

　

水

　

夫美子

杉

　

田

　　　

聡

武

　

田

　

一

　

夫

多

　

田

　

晴

　

観

谷

　　　

昌

　

幸

辻

　　　　　

修

デイビッド・キャンベル

豊

　

田

　

紀美子

豊

　

留

　

孝

　

仁

長

　

浬

　

秀

　

行

中

　

村

　

公

　

英

南

　

保

　

泰

　

雄

西

　

田

　

武

　

弘

野

　

並

　

雅

　

章

橋

　

本

　

俊

　

光

橋

　

本

　

善

　

春

花

　

田

　

正

　

明

韓

　　　

圭

　

銅

平

　

田

　

昌

　

弘

福

　

島

　

道

　

広

６１

　

福

６２

　

古

６３

　

堀

６４

　

前

６５

　

牧

６６

　

舛

６７

　

松

６８

　

宮

６９

　

ニ

７０

　

宗…

７１

　

村

７２

　

森

７３

　

Ｌ」Ｌ」

７４

　

Ｌ」Ｌ」

７５

　

和

田

　

健

　

二

岡

　

秀

　

文

内

　

雅

　

之

田

　

龍一郎

　

祐紀夫

川

　

正

　

晃

本

　

高太郎

原

　

和

　

郎

好

　

雅

　

史

岡

　

寿

　

美

田

　

浩一郎

　

正

　

彦

崎

　

栄

　

樹

本

　

員樹夫

田

　

大

　

輔

広

　　　　　

不掲載希望

　

１６名
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（平成２７年３月３１日現在）

　　

（五十音順・敬称略）

不掲載希望

　

４名

定

　

武

田

　

田

吉

　

吉

９

　

１

　

０

志

　

美

　

之

　

豊

清

　

秀

　

弘

柴

　

野

　

浦

　

上

羽

　

鹿

　

三

　

村

５

　　

６

　　

７

　　

８

　

之

　

毒

　

嘉

　

修

　　

知
日

　

豊

　

和

略

　

川

本

田

　
　

Ｉ
Ｊ

　

石

　

高

　

多

　

辻

人

　

１

２

　

３

４

胴

一３４－

その他の寄附者ご芳名



国立大学法人帯広畜産大学基金運営委員会委員名簿

構成員

　

１６名 （任期２年：２６．４．１～２８．３．３１）

職

　　　　　　

名 氏

　　　

名 備

　　　

考

委員長 帯広畜産大学

　

学長 長

　

径

　

秀

　

行

委

　

員 宮坂建設工業株式会社

　

代表取締役社長 宮

　

坂

　

寿

　

文

よつ葉乳業株式会社

　

取締役

　

執行委員 川

　

瀬

　

博

　

教

日本甜菜製糖株式会社

　

取締役 八

　

巻

　

唯

　

史

十勝農業協同組合連合会

　

専務理事 高

　

橋

　

英

　

三

帯広商工会議所

　

会頭 高

　

橋

　

勝

　

坦

株式会社土谷特殊農機具製作所
代表取締役社長

土

　

谷

　

紀

　

明

株式会社ズコーシャ 代表取締役社長 関

　

本

　

格

　

至

株式会社十勝毎日新聞社

　

代表取締役社長 林

　　　

浩

　

史

帯広信用金庫

　

理事長 増

　

田

　

正

　

二

帯広畜産大学

　

同窓会会長 由

　

佐

　

毒

　

朗

地域環境学研究部門

　

教授 辻

　　　　　

修
帯広畜産大学同窓会
事務局長

帯広畜産大学

　

理事 金

　

山

　

紀

　

久

帯広畜産大学

　

理事 小

　

田

　

有

　

二

帯広畜産大学

　

理事 門

　

屋

　

充

　

郎

帯広畜産大学

　

事務局長 多

　

田

　

晴

　

観
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国立大学法人帯広畜産大学基金規程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成２２年 １月２１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

規

　

程

　

第

　

１

　

号

（設

　

置）

第１条

　

国立大学法人帯広畜産大学 （以下 「本学」 という。） に， 基金 （以下 「基金」 という。） を

置く。

（目

　

的）

第２条

　

基金は， 本学における教育研究及び社会貢献に関する活動を活性化し， 本学の使命・目標

　

を積極的に推進することにより， 我が国の教育文化の発展に寄与することを目的とする。
（事

　

業）

第３条

　

基金は， 前条の目的を達成するため， 次の各号に掲げる事業の用に供するものとする。

　

（１） 教育研究活動に関する助成事業

　　

（２） 学生に対する奨学事業

　　

（３） 国際交流に対する支援事業

　　

（４） 教育研究環境の整備に関する事業

　　

（５） 社会貢献活動の支援に関する事業

　

（６） 産業界， 同窓生との連携に関する事業

　　

（７） その他基金の目的を達成するために必要な事業

（基金の構成）

第４条

　

基金は， 第３条に定める目的を寄附目的とする寄附及びその運用による果実をもって構成
する。

（基金の運営）

第５条

　

基金の運営は， 基金への寄附及びその果実をもって充てる。
２

　

基金の運営に関する重要事項の審議は，帯広畜産大学基金運営委員会（以下「委員会」という。）

　

が行う。

３

　

委員会の組織運営等については， 別に定める。

（賛助会員）

第６条

　

基金の目的に賛同する者は， 学長の承認を受けて賛助会員となることができる。
２

　

賛助会員及び賛助会費に関し必要な事項は， 別に定める。
（事業年度）
第７条

　

基金の事業年度は， 毎年４月１日に始まり， 翌年３月３１日に終わるものとする。
（庶

　

務）

第８条

　

基金の庶務は， 事務局関係課等の協力を得て， 総務課において処理する。
（雑

　

則）

第９条

　

この規程に定めるもののほか， 基金の運営に関し必要な事項は， 別に定める。

　

附

　

則

　

この規程は， 平成２２年１月２１日から施行する。
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国立大学法人帯広畜産大学基金賛助会員規程

平成２２年１月２１日

規

　

程

　

第

　

２

　

号

（趣

　

旨）

第「条

　

国立大学法人帯広畜産大学基金規程（平成２２年規程第１号）第６条第２項の規定に基づき，

　

国立大学法人帯広畜産大学基金 （以下 「基金」 という。） の事業活動をより充実したものとする

　

ため， この規程を定める。

（賛助会員）
第２条

　

賛助会員は， 基金の目的に賛同し， 事業に協力するものであって， 様式１の申込書を提出

　

し， かつ， この規程に定める賛助会費を納付した者とする。

（賛助会費）
第３条

　

賛助会費の額は， 次のとおりとし， １口以上を申しこむことができる。

　

（１） 個人会員の場合は， １口年額５千円とする。

　

（２） 法人・団体会員の場合は， １口年額１万円とする。
（賛助会員の脱会等）

第４条

　

賛助会員で脱会しようとする者は， 様式２の脱会届を提出するものとする。
２

　

賛助会員が賛助会費を納付しない時は， 脱会したものとみなす。
（賛助会費納付金の運用）

第５条

　

賛助会員から納付された賛助会費は，基金の運用財産収入又は基本財産収入として経理し，
運用する。

　　　

図寸

　

貝－」

　

この規程は， 平成２２年１月２１日から施行する。
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様式 １

平 成

　　

年

　　

月

　　

日

賛 助 会 員

　

申 込 書

国立大学法人帯広畜産大学長

　

殿

申

　

込

　

者

郵便番号

住

　　

所

電話番号

氏

　　

名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

　

帯広畜産大学基金の目的に賛同し， 事業に協力するため賛助会員として加

入 したく 申 し込みます。

賛助会費申込口数

　　　　

口

な お， 会費 の納付 につい ては，

・銀行振込で納付する。

・現金で納付する。

（いずれかに○印をお願いします。）
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様式 ２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平 成

　　

年

　　

月

　　

日

賛 助 会 員 脱 会 届

国立大学法人帯広畜産大学長

　

殿

脱

　

会

　

者

郵便番号

住

　　

所

電話番号

ＦＡＸ番号

会 社 名

代 表 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

団 体 名

代 表 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

個 人 名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

都合により， 帯広畜産大学基金の賛助会員を脱会したいのでお届けします。

－３９－



国立大学法人帯広畜産大学基金運営委員会細則

　　

（平成２２年１月２１日

　

細則第１号）

改正

　

平成２４年２月１６日

　

細則第１２号

（趣

　

旨）

第１条

　

この細則は， 国立大学法人帯広畜産大学基金規程 （平成２２年規程第１号） 第５条第３項の

　

規定に基づき， 国立大学法人帯広畜産大学基金運営委員会 （以下 「委員会」 という。） の組織及

　

び運営に関し， 必要な事項を定めるものとする。
（任

　

務）

第２条

　

委員会は， 帯広畜産大学基金 （以下 「基金」 という。）の管理及び運営に関する次に掲げ

　

る事項について審議を行う。

　　

（１） 事業計画に関する事項

　　

（２） 基金の予算及び決算に関する事項

　　

（３） 寄附の受け入れ及びその運用に関する事項

　　

（４） 寄附者への謝意表明の基本方針に関する事項

　　

（５） その他基金の管理及び運営に関する重要事項

（組

　

織）

第３条

　

委員会は， 次に掲げる委員をもって組織する。

　　

（１） 学長

　　

（２） 理事

　　

（３） 財団法人帯広畜産大学後援会の理事， 監事及び評議員であった者の中から学長が指名する

　　

者 若干人

　　

（４） 帯広畜産大学同窓会役員の中から学長が指名する者

　

若干人

　　

（５） 事務局長

　　

（６） その他学長が必要と認めた者

　

若干人

（任

　

期）

第４条

　

委員の任期は２年とし， 再任を妨げない。 ただし， 補欠又は増員による委員の任期は， 前

　

任者又は現任者の残任期間とする。
（委員長）
第５条

　

委員会に委員長を置き， 学長をもって充てる。
２

　

委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。
３

　

委員長に事故があるときは， 委員長が指名した委員が， その職務を代行する。
（会

　

議）

第６条

　

委員会は， 委員の過半数が出席し， かつ， 第３条第３号の委員のうち少なくとも１名が出

　

席しなければ， 会議を開くことができない。
２

　

議事は， 出席した委員の過半数をもって決し， 可否同数のときは， 議長の決するところによる。

－４０－



（委員以外の者の出席）

第７条

　

委員長が必要と認めたときは， 委員以外の者を会議に出席させて， その者から説明又は意

見を聴くことができる。

（庶

　

務）

第８条

　

委員会の庶務は， 事務局関係課等の協力を得て， 総務課において処理する。
（雑

　

則）

第９条

　

この細則に定めるもののほか， 委員会の運営に関し必要な事項は， 委員会が別に定める。

　　　

図寸

　

貝－」

１

　

この細則は， 平成２２年１月２１日から施行する。

２

　

この細則施行後， 最初に任命される第３条第３号， 第４号及び第６号の委員の任期は， 第４条

　

の規定にかかわらず， 平成２６年３月３１日までとする。

　　

附

　

則 （平成２４年２月１６日細則第１２号）

　

この細則は， 平成２４年２月１６日から施行する。
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